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米売行日誌（2）
山　本　　一　清
　4月11日（日曜日）曇正午の鶴の位i置，西経126。
46！，北緯48。48！，昨Hより航走36q・　im．．細螺を去る4073
浬，ゾンク1ヅ港へ227浬・氣厭7bl・0粍，氣温7．5。，
水温6．00C，風はSE，6米・
　終日，雨曇り．うねりあり．午後よりブンク1ブ島が見え，14時に臨時に
時計を25分進めて，ブンク1ブ時刻とする．午後，三洋丸を通じて，リマの
帝國公使館より電報あり，今後の族程プログラム等につき，詳細に返事をか
く．明日飛行郵便を出すつもり・着港が近いので，船内ざわめく．夕食後，
非クトリや沖でカナダの検疫官と移民官乗船し，一同は食堂で槍査を受け，
夜掌過ぎに就床した．
　4月12日（月曜日）曇雨．日出前，船はブンク1ブ着．朝9時清水小三郎師が
來船されたので，暫く談話室で會越後，久しぶりで市中をドライヴし，4年
前一時住み慣れたホテル・ダンク1ゾあたりを通り，B．　C．州立大學構内に
ある薪渡部博士記念の燈籠を見た．之は今はブンク1ゾ市の一名物であるら
しい・　　　　　　　　　　　　　　　、』tt　　　嘘∫』　‘
　午餐を7人の日本人紳士と　　　　・　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，．　，．　．，．．P
共に頂き，14時から教育館で
婦：人を主とした40入ばかりの
臆衆に天文幻燈使用の講演を
した．16時，蛉船．ユ8時出帆
した．出帆と同時に米國移民
官の槍査，無事オ1ライ．
　4月13日（火曜日）曇．今朝　　　　　　　　　　　　　　　　雪のシヤスタ山とLカスケ1ド號「
も未明に船はシアトル港に着いてみた．朝食7時！ド，8時旨いよv・よ下船．税
關検査を終へ，10時おなじみのホテルNPに清く．星師來訪．
　午後，下町を散歩。郵船や共の他の船魯肚を訪ねて，ペノレ1からニウヨ1
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ク行きの船便を研究する．
　4別舶（水曜日）雨と風とが彊い・ブンク1ヅでは今冬は幾十年ぶりで寒
かった由であって，此の北米西岸は日本と正反野の氣候である．
　午前中，銀行やN．Y．　K．等に行って用事をすまし，16時，長距離バスに
乗って，南下の族に出る．夜李前，ポ1トランドで乗り換へてからは少し車
の乗心地は悪かったが，それでも一一鷹｛眠った．
　4月15日（木曜日）晴，曇，雪など，車中から見る天敵は千攣萬化する・ロ
1ズバ1グで眼がさめ，メドブオドで朝食，それから激しい風雪を突いて，
オレゴン・カリフォaヤ州境に達し，植物槍疫あり，次でシャス旧物を左に
見て下山，ヰu1スで夕食した．途中では2，3日來の雨で，珍らしい洪水を
見k．
　20時牟，デギス・ジャンクションで又乗り換へ，桑港は通らす，サクラメ
ントからサンノアキン谷を南下する．此の車は非常に乗り心地良く，充分に
眠った．
　4月16日（金曜日）晴々！1心地良き野を車は走る．6時，べ1カ1スフィル
ドで朝食，それからテハチヤペイ連山を越え，豫定の如く10時孚にロスアン
ゲレス第6街に到着した．シアDレから1250哩，之れを42時闇で走破したわ
けだが，之れを急行汽車に比べて僅かに2時問延びたに過ぎない．乗り心地
は良く，席も柔らかで，時刻は正確，それに市街の目抜きの三所を通るので，
しっくりと親光の回的を遽：げた、
　着後，岡崎婦入唾壷のホテルを訪ぴ，長田氏に電話などかけて貰った後，
東一・街のミヤコ・ホテル第421室に泊る・早速，鵜浦氏來訪，暫く談話した．
當市附近の日本人同胞の歌態について，農業と園藝との依然猫占的に盛んな
こと，テキサス邊のスペイン語系米人杜會へ日本人進出の絵地大にあること
等の鮎を総v・た．爾ほ，第二世の日本人男女青年が乖：ヒ腰上及び艦格上の關係
から目下深刻なる結婚難に陥ってみることも．歩いた．
　夕食を木崎氏宅に招かれ，20時掌からは又約束により當地の會員高村正兄
氏に案内されて，ハリウドの北郊グリフィス公園にあるプラネタリウムを訪
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ねた・21時頃，済いた頃には丁度夜の講演が終った時で，直ちに寮長アルタ
1博士及び副長クレミンセウ氏に會ひ，内外の諸設備を見せられた．ホ1ル
内の透明二二の移しいこと，太陽二二教育部に分光太陽鏡等立派なものが列
（プ
??????
んであること，日食の設明装置，大月球世界の模型等，感心した．又，プラ
ネタリウムは大阪のに比し，案外萬式なのに驚いたが，しかし血温で改良を
加へた鮎として，各星座霞，オ1ロ1ラ等は良v・と思った．一泡んど24時
まで各部を参槻し，後4入で市内の茶店で休憩し，分れたが，今回の6月の日
食には米國ワシントン海軍犬文峯（主任ヘルエグ盈虚），國民地理學協會，ヰ
ルソン山天文白白の協同槻一白が大洋州フィニクス諸島中のエンダベリ島に
出張する計書であることを聞いた．パサヂナの工墨院のジョンソン氏より電
話あり．
　4月17臥土曜日）晴れて暑い・朝10時頃，プロ1レ1の長田政二氏が來遊
せられ，久しぶりで快談した・午後は鵜浦，井下，長田3氏と共にハリウド
へ叉プラネタリウム参槻に行き，今日は講演を一1額念講した．入揚者は150人
ばかり，主として星座の解説のみであったが，1時間タツプリであった．ア
ルタ1墓長に花山よりの彗星目録1冊届けて置いて，畔回し，ハリウド郊外
の新住宅地をドライヴし，18時一旦素謡．それから鵜浦氏ヨ三催の晩餐會に招
かれた．第二’世の日本見學につき父兄たちの意見を聴く．
